
Ⅲ 調 査 票
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知っている（聞いたことがある） 知らない（聞いたことがない）

※「信州あいサポート運動」

見たことがある 見たことがない

「あいサポート」のマーク

【込められた意味】
　２つのハートを重ねて、後ろの白いハートで「SUPPORTER
（サポーター）」の「S」を表現しています。
　ベースとしている「橙色（だいだいいろ）」は、日本の障
がい者福祉に尽力された糸賀一雄氏の残した言葉「この子ら
を世の光に」から「光」や、「暖かさ」をイメージするもの
としています。
　また、「だいだい（代々）」にちなみ、あいサポーター
（障がい者サポーター）が広がって、共生社会が実現される
ことへの期待も込められています。

【信州あいサポート運動について】

　長野県では、平成25年度から、障がいのある人もない人も共に生きる地域社会をつくるために
「信州あいサポート運動」を実施しています。
　この「信州あいサポート運動」についてお伺いします。

問１ 　あなたは、「信州あいサポート運動」（※）という言葉を知っていますか。または、聞い
たことがありますか。あてはまるものを選んでください。（○は１つ）

① ②

　誰もが、多様な障がいの特性、障がいのある方への必要な配慮、障がいの有無にかかわら
ず共に生きる社会のあり方などを理解して、障がいのある方に対してちょっとした手助けや
配慮を実践することにより、障がいのある方が暮らしやすい地域社会（共生社会）を県民の
皆様と一緒につくっていく運動です。

問２ 　あなたは、「あいサポート」のマークを見たことがありますか。あてはまるものを選んで
ください。（○は１つ）

① ②

【お願い】
アンケート回答の前に県政モニターID
番号を左の枠内に記入してください。

県政モニターID番号がご不明の場合
はお手数ですが本人確認のためお名
前、生年月日のご記入をお願いしま
す。
【記載例】　　　長野 太郎
　　　　　　（昭和22年2月22日）

　（　　　　　年　　　月　　　日）
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品目等

※１　「おいしい信州ふーど（風土）」

※２　原産地呼称管理制度

○認定基準　①長野県産の原料を使い県内で生産され、

　　　　　　②一定の品質基準を満たし、

　　　　　　③官能審査に合格したもの。

○現在の対象は、ワイン、日本酒、焼酎、シードル、米（上記表の５品目）

⑫ ナガノパープル（ぶどう） 1 2 3

⑬ 南水（なし） 1 2 3

　信州が育む多様な風土の中から生まれた食べ物全ての中から、３つの基準
（「プレミアム（厳選素材・厳選基準）」、「オリジナル（独自ブランド・全
国上位）」、「ヘリテイジ（伝統野菜・郷土食）」）で厳選した食べ物を、
「おいしい信州ふーど（風土）」と称し、長野県の統一ブランドとして発信・
定着する取組を行っています。

　長野県産の農産物と農産物加工品のうち、特に味と品質が優れたも
のを認定する制度。

⑩ シナノゴールド（りんご） 1 2 3

⑪ 秋映（りんご） 1 2 3

⑧ 信州プレミアム牛肉 1 2 3

⑨ シナノスイート（りんご） 1 2 3

⑥ 信州サーモン 1 2 3

⑦ 信州黄金シャモ 1 2 3

④ 認定シードル 1 2 3

⑤ 認定米 1 2 3

① 原
産
地
呼
称
管
理
制
度

認定ワイン 1 2 3

② 認定日本酒 1 2 3

③ 認定焼酎 1 2 3

① 「おいしい信州ふーど（風土）」（※１） 1 2 3

② 長野県原産地呼称管理制度（※２） 1 2 3

③ 「信州の伝統野菜」制度（※３） 1 2 3

◇長野県のオリジナル食材について

【県産農産物の認知度・購入意識・食生活について】

※問３から５の質問は、県産農産物の認知度や意識の変化を把握するため、以前実施したアン
ケート調査（平成24年度第１回（24年８月実施）、平成25年度第２回（25年６月実施））と同内
容となっています。

問３ 　長野県では、県産農産物の認知度向上を図り、オリジナル食材の消費拡大に取り組んでい
ます。県の取組や制度、オリジナル食材をご存知ですか。項目ごとにあてはまるものを選ん
でください。（○はそれぞれ１つずつ）

知っていますか

知っている
聞いたこ
とがある

知らない

◇県が取り組む認定制度について
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※３　「信州の伝統野菜」制度

品　目

⑤　調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なくする 1 2 3 4

③　ごはんなどの穀類をしっかりとる 1 2 3 4

④　家庭で料理をつくる際に、時々は地元農産物を利用する 1 2 3 4

①　食事を楽しむ 1 2 3 4

②　主食、主菜、副菜を基本としたバランスのとれた食事 1 2 3 4

④　食肉 1 2 3 4

⑤　きのこ 1 2 3 4

問５ 　あなたは、日常の食生活において、次の項目をどの程度実践していますか。
　項目ごとにあてはまるものを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ）

 
ほ
と
ん
ど

 
　
で
き
て
い
る

 
お
お
む
ね

 
　
で
き
て
い
る

 
あ
ま
り

 
 
で
き
て
い
な
い

　
ま
っ

た
く

 
 
で
き
て
い
な
い

②　野菜 1 2 3 4

③　果実 1 2 3 4

常に意識して
購入している

時々意識して
購入している

意識していない わからない

①　米 1 2 3 4

　「信州の伝統野菜」の保存と伝承を計るため、品種特性や食文化を
調査し、より多くの人に伝えるための制度。

○選定基準： 　長野県内で栽培されている野菜のうち、「来歴」、
「食文化」、「品種特性」の３項目について一定の基準
を満たしたもの。

問４ 　あなたは、日頃、農産物を購入する際に「長野県産又は地場産」を意識していますか。
　項目ごとにあてはまるものを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ）
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　また、上記の点数をつけた具体的な理由があれば記載してください。

理由（ ）

　また、上記の点数をつけた具体的な理由があれば記載してください。

理由（ ）

【参考】

【使命・目的（ミッション）】

【目指す姿（ビジョン）】

【価値観・行動の指針（バリュー）】
　私たちは、

ありがとうございました。
アンケート調査は以上で終了です。

※県の職員（県庁や合同庁舎等に勤務する職員）の窓口・電話応対の仕方や仕事に取り組む姿
勢などについて、職員全体に対するイメージでお答えください。

（摘要）
　　１０：非常に高い志や情熱が感じられる。　　～　　０：志や情熱が全く感じられない。

長野県行政経営理念

最高品質の行政サービスを提供し、
ふるさと長野県の発展と県民の幸福の実現に貢献します。

 今回この部分について
 お尋ねします。

県民に信頼され、期待に応えられる県行政を目指します。
職員が高い志と仕事への情熱を持って活躍する県組織を目指します。

責任感を持って主体的に行動します。
チームとして協力し合います。

県民起点で真摯に行動します。
様々な組織と協働します。
成果をあげることにこだわりを持ちます。
平均ではなく、最高を目指します。
変化を恐れず挑戦します。

【県職員の姿勢・行動について】

　長野県では、県職員が一丸となって、より良い県政の実現に向けて取り組んでいくため、組織
の「使命・目的（ミッション）、目指す姿（ビジョン）、価値観・行動の指針（バリュー）」に
ついて、平成24年3月に「行政経営理念」として定めました。
　この理念のもと、質の高いサービスを県民の皆様に提供し続けるため、行政・財政改革に取り
組んでいます。そこで、次の２点についてお尋ねします。

※この質問は、県の職員の姿勢・行動の変化を把握するため、以前実施したアンケート調査（平
成24年度第１回（24年８月実施）、第３回（25年１月実施）、平成25年度第３回（25年８月実
施））と同内容となっています。

問６ 　県の職員は、県民の皆様の期待にどの程度応えられていると思いますか。
（10点満点の点数を右の□内に記入してください。）

※県の職員（県庁や合同庁舎等に勤務する職員）が期待どおりの行政サービスを提供できてい
るかなどについて、職員全体に対するイメージでお答えください。

（摘要）
　　１０：完全に期待に応えられている。　　　　　　　～　　　０：全く期待に応えられていない。

問７ 　県の職員は、「高い志と仕事への情熱を持って職務に取り組んでいる」と思いますか。
（10点満点の点数を右の□内に記入してください。）
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